
[日時] 令和4年10月13日（木）
14:00～16:00

[場所] 甲賀合同庁舎 4階4A会議室

地域ワーキングの目的
甲賀土木事務所管内の地域課題を抽出し、その課題を踏ま

えた今後の道路整備について、色々な立場の方から意見を聴

くことを目的とする。

第２回地域ワーキング開催概要

このたび滋賀県では、平成30年3月に公表した『滋賀県道路整備アクションプログラム2018』の見直しを実

施することになりました。甲賀土木事務所では、10月13日に第2回甲賀地域ワーキングを開催しました。

地域における道路
に関する意見徴収 として整理

地域の重点項目
として設定

地域の声のうち

特に重要な内容
地域
ＷＧ

「地域の声」（案）と「地域の重点項目」（案）の対比

事務局（案）
「地域の重点項目」

災害に強い道路整備 －

・広域的な連携を強化するネットワークの整備

・物流を支えるネットワークの整備

・安全・安心な道路空間の創出

・ＩＣや鉄道駅、工業団地

へのアクセス道路の整備

安全・安心な道路空間の創出 ・通学路等の整備

自転車走行環境の整備 －

地域ワーキングの意見を反映

第１回地域ワーキングで頂いた意

見を基本に、県民アンケート、市町

からの意見を踏まえてとりまとめる。

わかりやすく簡潔にまとめる

広く住民に理解していただくため、

わかりやすい文章で簡潔に整理する。

パンフレットで周知

今後作成、配布するアクションプ

ログラム2023のパンフレットに、意

見を掲載し、広く地域内（県内）に

周知する。

「地域の声」「地域の重点項目」の事務局（案）

第1回甲賀地域ワーキングにて頂きました委員のみなさまからのご意見を参考にしながら、甲賀土木事務所管内
における「地域の声」及び「地域の重点項目」事務局（案）を以下のように設定し、ご意見をいただきました。

「地域の声」のとりまとめ方針

滋賀県道路整備アクションプログラム

地域別アクションプログラム

甲賀地域ワーキング

滋賀県道路整備アクションプログラムの見直しに向けた地域ワーキングを開催

甲賀地域

第１回
ワーキング

第２回
ワーキング

第３回
ワーキング

「地域の声」「地域の重点項目」をとりま
とめるとともに、地域の課題を解決する事
業中箇所を提示し、意見を聴きます。

第４回
ワーキング

アクションプログラム２０２３策定
（令和5年3月予定）

アクションプログラム策定スケジュール

アクションプログラム2023(案)を提示し
内容について意見をいただきます。

第1回WGでいただいた意見に基づき、「地
域の声(案)」「地域の重点項目(案)」を作成、
提示し、意見をいただきました。

5年間を振り返り、地域の道路、交通の
問題点や課題等についてご意見をいただき
ました。

今回



「地域の声」・「地域の重点項目」 事務局（案）へのご意見

ワーキングでいただいた主なご意見

市原 克夫［公募委員］

今村 敏明［公募委員］

木村 準子［甲賀湖南交通安全協会副会長］

上西 保 ［湖南市産業経済懇話会会長］(欠席)

竹内 範行［湖南市都市建設部部長］

武村みゆき［湖南市観光協会常任理事］

谷口 奈菜［甲賀市観光まちづくり協会］

塚口 博司［立命館大学 名誉教授］(座長)

辻󠄀 彰 ［甲賀市商工会 会長］

富居 敬介［滋賀県甲賀警察署交通課課長］

西澤 毅 ［甲賀市社会福祉協議会事務局長］

樋口 泰司［甲賀市建設部部長］

松田 晃余［信楽町観光協会］

丸山 裕史［滋賀県トラック協会甲賀支部支部長]

地域ワーキング委員（敬称略、五十音順）
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「地域の声」（案）

・災害に強い道路網の整備

「地域の声」（案） 「地域の重点項目」（案）

・広域的な連携を強化するネットワークの整備
・物流を支えるネットワークの整備
・渋滞のないスムーズなネットワークの整備

Ｉ.Ｃ.や鉄道駅、工業団地への
アクセス道路の整備

「地域の声」（案） 「地域の重点項目」（案）

・安全・安心な道路空間の創出 通学路等の整備

・ＪＲ草津線のアンダーパス部が冠水するが改良工事が進んでいない。道路は安全が第一。
・「災害」は重点項目ではないため加点されない。評価の仕組みを分かりやすくして欲しい。

・渋滞解消に向けて、県道と市道との連携が必要。
・湖南市内では点在している観光拠点間をいかに接続していくか。
・案内標識が不十分でＩＣまで迷う。分かりやすい標識整備を。

・物流事業者は生活道路を利用せざるを得ない状況のため、解決して欲しい。

・水口地区は学校が多数あるが、自転車道・歩道整備が不十分かつ、幹線道路と県道、市道の接
続も悪いため、渋滞と事故の要因となっている。

・児童や高齢者など交通弱者にやさしい道路整備を。

・子供たちの安全が第一だが、高齢者や観光客などの歩行者も多数いる。

・通学路に関わらず歩道整備が大事

「地域の声」（案）

・自転車走行環境の整備

・自転車走行空間と歩道整備は一体的に考える必要がある。
・市街地や駅周辺で自転車事故が多発、青色舗装や矢羽根
整備など、費用を抑制した安全対策の検討を。

・広すぎる歩道の空間再配分による自転車走行空間の確保や
堤防への自転車専用道路整備などの検討を。


